
IFCA ◎ Agenda 

1. 会議の⽇時・場所︓2022 年 3 ⽉ 20 ⽇(⽇) ・zoom 会議 

2. ファシリテーター︓志保 

3. 議事録︓志保 

4. 参加者︓葵、咲、⼤沼、井出、正⼦、⻄村、岡、芦⽥、美穂、志保 

 
議題のポイント アクション・プラン 

 Who  Memo 

①各⽀部近況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②プロジェクト報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京：新メンバーが４名加⼊（仮⼊団含め） 
関⻄：やまうちゆなさんについて 
緩やかにつながるグループ LINE を別に作って、イ
ベントなどは流せる様にしている。 
北海道：引き続きメンバー募集 
静岡：まちき君と個⼈的にやりとりしている 
（福岡⽋席） 
 
IFCA ライングループなどで、活動していない⼈（
休会、退会）は、個⼈情報の管理や安全⾯から、
⼀度 LINE から抜けてもらう 
 
＜フロー＞ 
・ご本⼈に休会、退会の意思を確認→⽀部ごとに
各ラインを確認して、抜けてもらう 
・⼤きなイベントだけご案内してもよいかご本⼈
に確認し、OK の場合はメールアドレスのみ聞いて
おく 
 
→志保に連絡、メンバーリスト更新 
 

 
PM＆TT（麗⾐） 
販売引き合いも増えてきている。数が多くなって
いるので、IFCA で請け負うのではなく出版社に任
せたい。PM は在庫半分くらい、TT は 600 部くら
い残っている。 
 
PP（井出） 
まちき君とのりかさんと井出さんで会議を持ちた
いと話しているがまだ開催されていない。なるべ
くユースに参加してもらうよう調整したい（まち
き君が多忙なのとのりかさんだけが動いているよ
うな状況…） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 次年度の助成金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権利（ちひろ） 
ワークショップの協⼒ありがとうございます。
PDF 発表の準備進めているところ。 
 
プロジェクト C（井出） 
調査版： 
調査結果をまとめる、みんなでディスカッション
の時間を持ちたい。 
提⾔をまとめるところまでは今年度では難しいた
め次年度に 
ユースアドバイザリーボードも作ったので中⼼に
進める話もあったが、４⽉の IFCA 全体ミーティン
グで時間をもらいみんなの意⾒をもらえたらいい
。 
リソース版： 
ゆっくり進めているが理沙さん休⽌中のためスロ
ーだが特に⽀障なく進められている。 
 
CYC（粟津） 
残り３回はコンサルテーションになる予定。（⽇
時は未定） 
１回⽬はメンタルヘルスについて（⽶国で発⾏さ
れたメンタルヘルスに関する冊⼦を読んで⽇本で
も同じような取り組みできないかを検討する） 
２回⽬「ユース参画」のレクチャー 
３回⽬「YPAR」ユース中⼼となって研究する⽅法
を詳しく学ぶ 
→団体内の他のチームの⼈も参加可 
CYC は現在、ユースの権利についてやっている 
少年法について権利章典を書いている最中（少年
院をなくす運動） 
その過程から学ぶことも多いのでは… 
 
リーダーシップ（志保） 
講師⽅と⽇程調整し、ユースさんに伝える予定 
 
 
 
 
助成⾦ 
・⽇本財団 
次年度予算については申請額ほとんど受けられた 
５００万円中、約４００万円⽀給される 
 
活動内容としては今年の活動に加え、ユースを参
加させていく、育てる、メンタリングをする、繋
がりをつくるということに重点を置いていきたい
。 



 
④次年度の会議のファシ
リテーションについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤ユースの年齢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・国際交流機関の助成 
申請済みで、追加質問に回答したところ。 
通ると三年間の⽀援（総額１０００万円）受けら
れる。 
⽀援が決定したら、毎年４名のユースの渡⽶、２
名のゲストスピーカーがアメリカから来ることに
なる。渡⽶の年齢制限は特になし。 
 
・IFCA 全体の動きのマネジメントについて 
 
Yearly Calendarをもとに、年間の⽇程の確認とフ
ァシリ担当を決める。 
ファシリテーターは、⽀部ごとではなく⻄⽇本、
東⽇本チームとして分けて⾏う。 
合宿は東⽇本、サミットは⻄⽇本が担当する。 
 
今後決めること 
・夏期合宿について（詳細や⽇程を北海道チーム
と詰める） 
・その他のプロジェクトや⽀部の⼤きな活動⽇程
は、（エクセルシート参照③） 
 
 
 
・２７歳以上のユースさんの受け⼊れについて→
下記のルール（＊）で当⾯進める。 
 
・既存ユースさんで２７歳以上の⽅についてどう
するかを検討していく 
・アドバンストのユースさんについてはどうする
か。麗⾐さんとちひろさんのような経験豊富な⽅
は、ロールモデルになるような役職を考えていき
たい。 
 
（＊） 

◉ 30歳以上の⼊団について 
- IFCA のユースメンバーシップが「おおむね１７
歳から２７歳」と、もともと年齢の幅が⼤きいた
め、２８歳以上でユースとして⼊団する⼈たちを
、「協議した上でのケースバイケース」というこ
とにする  
- 上限２年の期間限定にする（この期間が過ぎた
ら SA になる、ということは条件にしない）  
- リーダー育成プログラムの１年⽬と２年⽬のワ
ークショップを受講することは条件にする  



 

⑥Amazonでの登壇につ
いて 
 
 
 
 
 
 
⑦その他、連絡提案事項 

 

 

 

 

 

- エバリュエーションや有給活動も含めて、期間
中は他のユースと同じ活動をし、同じ待遇を受け
る  
- 助成⾦を受けて⾏う活動（例えば渡⽶プロジェ
クトなど）に年齢制限がある場合は、参加できな
い可能性があることを理解する  
- ⽇本財団に⽀えられている国内の活動について
は年齢制限を設定されていないので、財団と相談
する必要はない  
- 以上の説明と、IFCA のプログラムの説明を受け
た上で、本⼈が意思決定をする ユースたちが公正
な扱いを受けるためにも、次回の SA 会議で「メン
バーの年齢制限」を議題とする 
 
 
Amazon@Connectで『IFCA（社会的養護）のこと
を知ろう』というイベントに招待いただいた。動
画すでに作成済みで、ちひろさん、こうきくん、
しほ参加。 
３⽉３０⽇の昼１時間つかって動画上映＋質疑応
答。 
Amazon Gives（社会貢献部）との繋がりをつくっ
たらどうかという提案をいただいた。 
動画を IFCA 内で⾒られるようにしたい！ 
 
・ユースのみのミーティングも開催するのが良い
のでは 
（SAミーティングがあるのなら…） 
 
・3 ⽉末の会計関係提出お願い 
有償活動と未会計のレシートについては必ず報告
することをユースに呼びかける。 
ユースが数ヶ⽉まとめて提出することがないよう
に… 

5. 次回のミーティングの⽇時と場所︓ ６⽉１９⽇（⽇）10 時〜 


